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こ
れ
か
ら
の
教
育
の
創
造
を
応
援
す
る
同
窓
会
に

同
窓
会
長　
小  

林     

亨　

令
和
二
年
春
か
ら
世
界
中
で
流
行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
本
年
度
の
総
会
も
不
開
催
と
い
た
し

ま
す
。
来
年
度
以
降
の
総
会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
つ

つ
、
ご
意
見
・
ご
提
案
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
理
解
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、世
の
中
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
対
面
で
話
を
し
、

喜
び
や
悲
し
み
に
包
ま
れ
た
と
き
手
を
取
り
、
抱
き
合
い
、
仲

間
と
食
事
を
楽
し
み
、
大
勢
が
集
ま
っ
て
行
事
を
行
う
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
し
て
き
た
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
行
う

場
合
は
か
な
り
の
制
限
の
下
、
相
当
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

幼
保
・
小
中
高
・
大
学
の
教
室
に
お
い
て
も
地
域
の
状
況
に

よ
り
、
休
校
に
し
た
り
、
リ
モ
ー
ト
授
業
を
行
っ
た
り
、
対
面

の
話
し
合
い
や
作
業
を
控
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、「
乳
児
は
し
っ
か
り
肌
を
離
す
な
。
幼
児
は
肌
を
離
せ
、
手

を
離
す
な
。
少
年
は
手
を
離
せ
、
目
を
離
す
な
。
青
年
は
目
を

離
せ
、
心
を
離
す
な
」（
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
教
え
）
の

通
り
、
子
ど
も
が
育
っ
て
い
く
過
程
で
は
、
接
近
、
接
触
、
ま

な
ざ
し
は
重
要
な
要
素
で
す
。
誰
が
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
、

接
近
、
接
触
、
ま
な
ざ
し
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
た
り
共
有

し
た
り
し
て
い
く
の
か
を
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
大
学
の
研
究
、
各
学
校
園
の
教
育
実
践
は
、
こ
れ
か

ら
の
教
育
の
創
造
に
お
い
て
、
一
層
大
切
に
な
り
ま
す
。
同
窓

会
は
、
そ
の
よ
う
な
教
育
の
創
造
を
様
々
な
面
か
ら
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
17
期
同
窓
会
で
は
①
様
々
な
情
報
共
有
の
た
め
の
H
P
の

一
層
の
活
用
、
②
各
地
区
、
各
科
･
コ
ー
ス
、
各
世
代
等
の
活

動
の
充
実
、
③
現
役
学
生
支
援
の
充
実
を
運
営
の
方
針
と
し
て

き
ま
し
た
。
現
状
況
下
で
の
総
会
や
理
事
会
の
不
開
催
・
書
面

開
催
と
な
り
、①
に
大
き
く
頼
り
ま
し
た
。
同
時
に
、本
会
が
行
っ

て
い
る
内
容
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
H
P
の
構
成
や
会
報

の
記
事
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
③
に
つ
い
て
は
、
毎
年
学
部

に
50
万
円
の
補
助
（
R
2
年
度
は
図
書
館
の
整
備
費
の
一
部
と

な
り
ま
し
た
）、
教
員
採
用
試
験
の
模
擬
試
験
補
助
（
一
回
一
人

1
、0
0
0
円
。
R
2
年
度
は
1
1
2
人
）、
困
窮
学
生
支
援

の
た
め
の
信
州
大
学
知
の
森
基
金
へ
拠
出
（
R
2
年
度
は
10
万

円
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
へ
の
教
育
実
践
補
助
（
一

人
1
万
円
。
R
2
年
度
は
10
人
へ
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
状
況
を
よ
い
変
化
へ
の
機
会
と
し
、
よ
り
身
近
で
役

に
立
つ
同
窓
会
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
創
造
の
一
層
の
充
実
を

応
援
す
る
同
窓
会
と
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
第
十
七
期
同
窓
会
役
員
名
簿

      （
令
和
元
年
八
月
～
令
和
三
年
八
月
）

名
誉
会
長　

宮
﨑
樹
夫

顧　
　

問　

佐
野
昌
男　

中
田
宣
彦　

三
寺
勝
美

　
　
　
　
　

玉
川
隆
雄　

町
田　

修　

深
澤
弘
二

　
　
　
　
　

中
澤　

寛　

土
屋
聖
史　

宮
本
伸
一

会　
　

長　

小
林　

亨

副
会
長　

吉
澤
修
一　

中
山
久
貴　

西
澤
佳
代　

監　
　

事　

原
田
良
介　

山
岸
千
賀
子

本
部
理
事　

清
水
秀
明　

池
上
昭
子　

畔
上
一
康　

　
　
　
　
　

岩
田　

靖　

齊
藤
忠
彦　

小
林
比
出
代

　
　
　
　
　

茅
野
公
穂　

酒
井
英
樹　

伊
藤
冬
樹

　
　
　
　
　

安
達
仁
美　

森
下　

孟

地
区
理
事　

下
伊
那　

中
原
秀
樹　
　

上
伊
那　

島
尻
英
二

　
　
　
　
　

諏　

訪　

栁
平
正
司　
　

木　

曽　

池
田
信
三

　
　
　
　
　

北
安
曇　

木
下
政
道　
　

安
曇
野　

宮
澤　

浩

　
　
　
　
　

松　

本　

坂
口
克
夫　
　

佐　

久　

小
林
英
明

　
　
　
　
　

上　

小　

片
桐
芳
之　
　

更　

埴　

田
中
寿
一

　
　
　
　
　

上
水
内　

小
林
重
之　
　

　
　
　
　
　

須
坂
上
高
井　

松
木
智
子

　
　
　
　
　

中
野
下
高
井　

清
水
恒
善

　
　
　
　
　

飯
山
下
水
内　

吉
澤　

秀

　
　
　
　
　

塩　

筑　

下
條
寿
嗣

　
　
　
　
　

長　

野　

中
村
和
雄　

片
山
洋
一

　
　
　
　
　

高　

校　

富
岡　

修

　
　
　
　
　

県　

外　

井
出
良
子　

功
刀
道
子

幹　
　

事　

和
田　

裕　

小
池　

勲　

宮
尾
弘
子

　
　
　
　
　

茅
野
理
恵　

村
田
章
子　

瀧　

直
也

事
務
局　

中
村
直
人　

新
谷
静
香
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ご 

挨 

拶

    

教
育
学
部
副
学
部
長  

西　

一
夫　

　

同
窓
会
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

本
学
部
・
大
学
院
の
運
営
と
学
生
の
学
修
に
対
し
て
種
々
ご

支
援
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度
は
学
部

入
学
生
2
4
6
名
、大
学
院
生
57
名
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
昨
年
度
は
村
松
副
学
部
長
の
挨
拶
に
も
あ
り
ま
し

た
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
入

学
式
を
挙
行
す
る
こ
と
が
適
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
年
度
は

規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
も
式
典
を
挙
行
し
、
さ
ら
に
昨
年
度

の
入
学
生
に
対
し
て
も
濱
田
学
長
が
教
育
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
問
し
て
一
年
遅
れ
の
入
学
式
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
原
則
対
面
で
の
授
業
実
施
で
始
ま
り
、
キ
ャ
ン

パ
ス
に
も
学
生
た
ち
の
楽
し
げ
な
声
が
飛
び
交
い
、
制
限
の

あ
る
中
で
も
学
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
を
深
め
て
い
る

よ
う
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
に
学
生
が
い
る
こ
と
で
本
当
の
学

び
の
場
が
創
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
昨
年

一
年
間
の
窮
屈
な
生
活
や
学
修
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
か
の

よ
う
に
、
意
欲
的
に
授
業
に
参
加
し
て
友
人
た
ち
と
の
交
流

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、教
員
は
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
の
形
態
や
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
て
授
業
を
展
開

す
る
手
法
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
を
活
用
し

な
が
ら
対
面
授
業
に
お
い
て
も
積
極
的
に
授
業
改
善
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
実
施
で
き
な
か
っ
た
附
属
学
校
園
で

の
教
育
実
習
を
再
開
し
て「
臨
床
の
知
」の
実
現
を
図
っ
て

い
ま
す
。
学
年
を
二
グ
ル
ー
プ
に
分
割
し
て
１
回
の
実
習
生

の
数
を
減
ら
し
て
実
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
四
年
生

は
初
め
て
の
教
育
実
習
が
５
月
中
旬
か
ら
順
次
始
ま
っ
て
お

り
、
２
回
目
の
実
習
は
８
月
下
旬
か
ら
開
始
予
定
で
す
。
そ

の
後
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
三
年
生
の
実
習
が
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

教
職
大
学
院
は
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
を
取
り
入
れ
て
完

成
年
度
を
迎
え
ま
す
。
院
生
個
々
の
課
題
に
対
応
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
併
せ
て
新
設
の
総
合

人
文
社
会
科
学
研
究
科
心
理
学
分
野
も
完
成
年
度
を
迎
え
、

そ
の
成
果
が
鶴
首
さ
れ
ま
す
。

加
え
て
教
職
員
支
援
機
構
の
地
域
セ
ン
タ
ー
も
県
内
で
の

活
動
が
本
格
化
し
ま
し
た
。現
職
教
員
の
研
修
機
能
の
充
実
・

高
度
化
を
実
現
す
る
た
め
の
県
教
委
と
の
連
携
に
よ
る
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
る
活
動
と
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

学
部
全
体
の
活
動
は
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
は
続
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
難
局
を
打

破
す
べ
く
教

職
員
が
一
致
団

結
し
て
学
生
の

教
育
活
動
に

あ
た
っ
て
お
り

ま
す
。
同
窓
会

の
皆
さ
ま
の
教

育
・
研
究
に
対

す
る
変
わ
ら
ぬ

ご
理
解
と
ご
支

援
を
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
賜
り

ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

学
部
の
新
転
任
・
転
退
職
教
員
の
紹
介

【
令
和
２
年
～
３
年
度
新
転
任
教
員
】

藤
原　

崇
雅　

先
生（
言
語
教
育
）　
令
和
2
年
10
月
1
日

向
井　

秀
文　

先
生（
教
育
科
学
）　
令
和
2
年
10
月
1
日

佐
久
川
憲
児　

先
生（
数
学
教
育
）　
令
和
3
年
4
月
1
日

植
原　

俊
晴　

先
生（
理
科
教
育
）　
令
和
3
年
4
月
1
日

小
倉　

光
明　

先
生（
技
術
教
育
）　
令
和
3
年
4
月
1
日

笠
原　

大
弘　

先
生（
教
職
大
学
院
）　
令
和
3
年
4
月
1
日

宮
下　

昭
夫　

先
生（
教
職
大
学
院
）　
令
和
3
年
4
月
1
日

【
令
和
２
年
度
転
退
職
教
員
】

西　
　

正
明　

先
生（
技
術
教
育
）　

　
　
　
　

平
成
12
年
8
月
1
日　

着
任
、
定
年
退
職

池
田　

京
子　

先
生（
音
楽
教
育
）

　
　
　
　

平
成
8
年
4
月
1
日　

着
任
、
定
年
退
職

三
條　

俊
彦　

先
生（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
教
育
）

　
　
　
　

昭
和
55
年
4
月
16
日　

着
任
、
定
年
退
職

小
松
孝
太
郎　

先
生（
数
学
教
育
）

　
　
　
　

平
成
22
年
4
月
1
日　

着
任
、
退
職

間
島　

秀
徳　

先
生（
美
術
教
育
）

　
　
　
　

平
成
27
年
4
月
1
日　

着
任
、
退
職

蛭
田　
　

直　

先
生（
美
術
教
育
）

　
　
　
　

平
成
21
年
4
月
1
日　

着
任
、
退
職

鎌
倉　

大
和　

先
生（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　

平
成
31
年
4
月
1
日　

着
任
、
退
職

（
長
野
県
と
の
人
事
交
流
）

一年遅れの入学式
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教
育
学
部
卒
業
生
の
木
下
玲
奈
さ
ん
の
作
品
が
、
令
和
３

年
歌
会
始
に
入
選
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
1
3
、6
5
7
首
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の
は
10
首

だ
け
と
い
う
狭
き
門
、
そ
の
中
の
1
首
が
木
下
さ
ん
の
こ
の

短
歌
で
す
。

　

木
下
玲
奈
さ
ん（
平
成
31
年
3
月
卒
業
、飯
田
市
在
住
）は
、

小
学
生
の
頃
か
ら
祖
母
の
瑜
美
子
さ
ん
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
短
歌
づ
く
り
を
続
け
て
き
ま
し
た（
瑜
美
子
さ
ん
も

2
0
1
5
年
に
入
選
）。

　

3
回
目
の
応
募
で
、見
事
入
選
を
果
た
し
た
こ
の
歌
は
、教

育
学
部
在
学
中
の
教
育
実
習
で
の
経
験
を
詠
ん
だ
も
の
で
す
。

　

教
育
学
部
で
学
ん
だ
会
員
の
皆
様
の
多
く
は
、同
じ
よ
う
な

経
験
を
し
、共
感
を
覚
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、こ
れ
か
ら
教
職
を
目
指
す
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、「
せ

ん
せ
い
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
の
意
味
の
深
さ
が
伝
わ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
歌
会
始
の
儀
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流

行
の
影
響
で
約
2
ヶ
月
延
期
と
な
り
、3
月
26
日
に
皇
居「
松

の
間
」に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
は
じ
め
皇
族
の
方
々
が
ご
列
席
の
中
、

独
特
な
節
回
し
で
、厳
か
に
朗
詠
さ
れ
る
自
分
の
歌
を
、静
か

に
聞
き
入
る
木
下
さ
ん
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

祖
母
の
瑜
美
子
さ
ん
と
一
緒
に
、今
後
一
層
短
歌
づ
く
り
を

楽
し
ま
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

入
選
の
知
ら
せ
の
電
話
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
、全
く
現
実

味
が
な
く
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、歌

会
始
の
儀
が
終
わ
り
、周
り
の
方
々
か
ら
祝
福
の
言
葉
を
か
け

て
頂
き
、や
っ
と
実
感
が
わ
い
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。緊
張

も
あ
っ
た
の
で
す
が
、式
が
行
わ
れ
た
正
殿「
松
の
間
」は
、不

思
議
と
澄
ん
だ
空
気
が
漂
っ
て
お
り
、自
然
と
背
筋
が
正
さ
れ

ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
り
、不
安
も
多
か
っ
た
の

で
す
が
、振
り
返
っ
て
み
て
も
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
短
歌
は
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
お
り
、
生
活

の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、や
め
る
こ
と
を
考
え

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
も
し
あ
の
時
や
め
て

し
ま
っ
て
い
た
ら
、
歌
会

始
の
儀
に
参
加
す
る
と

い
う
貴
重
な
経
験
も
出

来
ず
に
一
生
を
過
ご
し
て

い
た
と
思
う
の
で
、「
継

続
は
力
な
り
」と
よ
く
言

い
ま
す
が
、
細
々
と
で
も

続
け
て
き
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

§
木
下
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
§
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１
．被
災
校
の
記
録
を
ま
と
め
る
に
至
っ
た
経
緯

　

令
和
元
年
の
台
風
19
号
に
よ
り
、
本
校
の
よ
う
に
被
災
し

た
学
校
や
本
校
学
区
内
の
各
小
学
校
で
は
、
避
難
所
と
な
っ

た
小
学
校
、
被
災
し
た
小
学
校
の
児
童
を
受
け
入
れ
て
授
業

会
場
を
提
供
し
た
小
学
校
が
あ
り
ま
し
た
。
災
害
時
に
は
、

本
校
の
よ
う
に
災
害
に
遭
う
学
校
、
避
難
所
と
な
る
学
校
な

ど
、
ど
の
学
校
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
災
害
後
の
対
応
や
取
り
組
み
の
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
、
今
後
の
災
害
時
に
備
え
、

も
し
災
害
に
遭
っ
た
と
し
て
も
適
切
に
対
応
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
本
校
学
区
内
の
各
学
校
で
被
災
後
の
対
応

や
取
り
組
み
の
記
録
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

 
２
．こ
の
災
害
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
・
伝
え
た
い
こ
と

（
１
）東
北
中
学
校
災
害
対
策
本
部
を
市
教
育
委
員
会
内
に
設
置
し
た
こ
と

・
長
野
市
教
育
委
員
会
内
に
本
校
の
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
て
対
応
し
た
。
市
教
委
の
パ
ソ
コ
ン
を
お
借
り
し
、

情
報
発
信
が
行
え
た
。
ま
た
、
長
野
市
の
被
災
状
況
の
情

報
が
入
り
や
す
く
対
応
を
考
え
や
す
か
っ
た
。

・
校
長
と
教
頭
で
対
応
し
た
が
、
対
応
す
る
職
員
が
数
名

い
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
。

（
２
）安
否
確
認
に
つ
い
て

・
全
校
生
徒
の
安
否
確
認
が
と
れ
る
ま
で
丸
１
日
か
か
っ

た
。
緊
急
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

生
徒
や
保
護
者
へ
の
連
絡
方
法
を
事
前
に
確
認
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
今
回
、
部
活
動
の
S
N
S
等
の
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
有
効
だ
っ
た
。

（
３
）情
報
発
信
を
こ
ま
め
に
行
う
こ
と

・
災
害
直
後
は
、
様
々
な
情
報
が
流
れ
生
徒
や
保
護
者
の

不
安
が
増
大
し
て
い
っ
た
。
学
校
の
被
災
状
況
、
復
旧
作

業
状
況
、
学
校
再
開
の
見
通
し
等
こ
ま
め
に
情
報
を
発
信

す
る
こ
と
を
心
掛
け
た
。

（
４
）被
災
地
域
へ
赴
き
、地
域
の
方
々
と
共
に
活
動
を
行
う
こ
と

・
被
災
し
た
地
域
へ
実
際
に
赴
き
、
地
域
の
方
々
と
共
に

片
付
け
等
の
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
状
況
や
生
徒

の
状
況
、
今
後
の
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
直
接
聞
く
こ
と

が
で
き
、情
報
発
信
に
も
役
立
っ
た
。

（
５
）指
示
を
守
る
こ
と

・
指
示
が
徹
底
さ
れ
ず
、
浸
水
当
日
水
が
引
い
た
後
、
校

舎
内
に
入
っ
た
職
員
が
い
た
。
漏
電
等
か
ら
自
分
の
命
を

守
る
こ
と
や
災
害
に
乗
じ
た
窃
盗
等
の
不
審
者
の
侵
入

も
考
え
ら
れ
る
た
め
指
示
の
徹
底
が
大
事
。

（
６
）マ
ス
コ
ミ
へ
の
対
応

・
窓
口
を
校
長
と
し
て
対
応
し
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
混
乱

も
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
復
旧
作
業
と
取
材
対
応
が
行
え
た
。

職
員
等
へ
の
取
材
が
あ
っ
た
際
も｢

取
材
は
校
長
へ
お
願

い
し
ま
す｣

と
返
答
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
対
応
し
た
。

（
７
）自
衛
隊
の
協
力
要
請
に
つ
い
て

・
被
災
ゴ
ミ
の
移
動
と
撤
去
、
校
庭
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
お

よ
び
体
育
館
周
辺
、
生
徒
昇
降
口
前
の
消
毒
を
行
っ
て
い

た
だ
い
た
。
学
校
再
開
に
向
け
て
の
準
備
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
ら
れ
た
。

（
８
）重
要
書
類
の
保
管
場
所
に
つ
い
て

・
耐
火
書
庫
の
中
に
水
が
浸
入
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

重
要
書
類
は
で
き
る
限
り
高
い
場
所
へ
の
保
管
が
必
要
。

浸
水
災
害
に
備
え
て
、で
き
れ
ば
耐
火
書
庫
等
も
１
階
で

は
な
く
２
階
以
上
に
置
く
こ
と
が
よ
い
。

（
９
）衛
生
面
の
安
全
確
認
に
つ
い
て

・
学
校
薬
剤
師
に
常
に
相
談
を
し
て
対
応
を
行
っ
た
。
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
て
、
学
校
再
開
に
向
け
て
や
再
開

後
も
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

令
和
元
年
東
日
本
台
風
被
災
校
の

令
和
元
年
東
日
本
台
風
被
災
校
の

記
録
と
復
旧
ま
で
の
道
の
り

記
録
と
復
旧
ま
で
の
道
の
り

長
野
市
立
七
二
会
中
学
校
校
長  

原　
　

毅

（
被
災
時
は
長
野
市
立
東
北
中
学
校
教
頭
） 

体育館・テニスコート周辺（2019/10/13夕方）

校庭の様子（2019/10/13夕方）
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（
10
）被
災
ゴ
ミ
の
置
き
場
所
に
つ
い
て

・
地
域
の
方
か
ら
見
え
る
場
所
に
学
校
の
被
災
ゴ
ミ
を
置

い
て
お
く
と
、
被
災
ゴ
ミ
置
き
場
と
間
違
え
ら
れ
、
捨
て

に
来
る
地
域
住
民
が
い
た
。
周
辺
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に

対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
11
）役
割
分
担
を
明
確
に
す
る

・
校
長
、教
頭
、教
務
主
任
、生
徒
指
導
主
事
、養
護
教
諭
、

学
年
主
任
、
生
徒
会
係
と
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
は
っ

き
り
さ
せ
て
復
旧
作
業
や
外
部
と
の
対
応
を
行
っ
た
。

（
12
）生
徒
、職
員
の
心
身
の
ケ
ア
に
つ
い
て

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
懇
談
が
い
つ
で
も
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
生
徒
へ
の
対
応
と
と
も
に
、
接

し
方
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
被
災
後
も
定
期

的
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
懇
談
を
実
施
し
、
生

徒
の
心
身
の
状
態
を
把
握
し
た
。

・
平
日
の
復
旧
復
興
作
業
時
間
も
午
前
２
時
間
、
午
後
２

時
間
と
決
め
、
そ
れ
以
上
の
作
業
を
行
う
こ
と
を
止
め
、

職
員
の
心
身
の
疲
労
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
考
慮
し
た
。

（
13
）学
び
を
止
め
な
い
日
常
の
準
備

・
臨
時
休
校
中
に
生
徒
連
絡
会
に
て
、
各
教
科
の
教
科
主
任

か
ら
家
庭
学
習
の
内
容
及
び
学
習
の
進
め
方
等
を
説
明
す

る
こ
と
で
、生
徒
は
安
心
し
て
家
庭
学
習
が
進
め
ら
れ
た
。

・
学
校
再
開
後
の
土
曜
日
の
半
日
等
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
に
よ
る
学
習
支
援
を
12
回
し
て
い
た
だ
い
た
。

 

3
．お
わ
り
に

　

今
回
の
災
害
を
経
験
し
て
、
大
事
だ
と
思
っ
た
こ
と
に
共

通
す
る
の
は
、
①
情
報
の
発
信
、
②
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
見
直
し
、
③
学
び
を
止
め
な
い
た
め
の
対
策
の
３
点
で
す
。

今
後
は
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
こ
と
が
起
こ
っ

て
も
、
こ
の
３
点
を
忘
れ
ず
に
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
未
だ
出
口
が
見
通
せ
ず
、各
所
ご
苦
労
を
さ
れ

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。こ
の
度
、
本
学
部
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
に
つ
い
て
の
紹
介
依
頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。令
和
2
年

度
の
前
期
ま
で
の
様
子
は
、
同
窓
会
報
第
34
号
で
の
挨
拶
記

事
と
し
て
概
略
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、こ
こ
で
は

そ
の
後
の
様
子
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
度
、附
属
次
世
代
型
学
び
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー（
通
称
、

学
び
セ
ン
タ
ー
）が
中
心
と
な
り
、他
学
部
に
先
駆
け
て
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
展
開
で
き
ま
し
た
。
後
期
も
前
期
の
成
果
を

踏
ま
え
つ
つ
、原
則
対
面
で
と
い
う
文
科
省
方
針
も
あ
り
、少

し
ず
つ
対
面
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
新
た
な

流
れ
と
し
て
出
て
き

た
の
が
、ハ
イ
フ
レ
ッ

ク
ス
型
授
業
で
す
。

　

要
は
対
面
の
授
業

と
同
時
に
、テ
レ
ビ
会

議
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
も
並
行
し
て
実
施

す
る
と
い
う
授
業
形

態
で
す
。
当
然
両
方

な
の
で
先
生
方
の
負

荷
は
高
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
学
生
ら
に

よ
り
良
い
授
業
を
提

供
し
よ
う
と
、
こ
う

し
た
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク

ス
型
授
業
に
積
極
的

に
取
り
組
み
出
さ

れ
た
先
生
方
も
複

数
お
ら
れ
ま
す
。

同
授
業
の
研
修
会

を
学
び
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
先
生

方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
リ

ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ

ン
の
良
さ
を
そ
れ

ぞ
れ
活
か
す
べ
く
、

新
し
い
挑
戦
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
先
生

方
の
取
り
組
み
の
成
果
を
、学
び
セ
ン
タ
ー
紀
要
に
論
文
投
稿

い
た
だ
き
、昨
年
は
優
れ
た
論
文
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
特

に
実
技
や
演
習
が
必
要
な
授
業
の
中
に
お
い
て
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
中
で
様
々
な
工
夫
さ
れ
て
い
る
先
生
方
の
取
り
組
み

に
、私
自
身
も
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
成
果
は

W
e
b
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
学
部
の
み
な
ら
ず
、

小
中
学
校
で
展
開
さ
れ
て
い
る
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
に
つ
い

て
も
、学
生
へ
の
関
連
教
育
の
充
実
と
と
も
に
、社
会
貢
献
と

し
て
、様
々
対
応
や
展
開
を
し
て
お
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
を
契

機
に
、本
学
部
の
み
な
ら
ず
、各
学
校
に
お
い
て
も
新
し
い
学

び
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
今
後
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

学
び
セ
ン
タ
ーW

eb

　
　
　
　
　
　

https://cril-shinshu-u.info/ 

附
属
次
世
代
型
学
び
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
長  

村
松 

浩
幸 

学
び
を
止
め
な
い

学
び
を
止
め
な
い

　
教
育
学
部
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
展
開

　
教
育
学
部
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
展
開
――

ハイフレックスの授業風景（島田英昭教授提供）

ハイフレックス授業時の教卓（島田英昭教授提供）
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な
い
遠
い
世
界
の
話
だ
と
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
だ

ろ
う
。
そ
れ
を
い
か
に
自
分
の
身
の
回
り
に
引
き
付
け
て
考

え
ら
れ
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
今
後
と
も
そ
の
た
め
の
仕
掛

け
を
施
し
て
い
く
と
同
時
に
、
少
し
ず
つ
生
徒
自
身
で
考
え

ら
れ
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
き
た
い
。

「
解
釈
」の
多
様
性
を
実
感
す
る

　
　
〜
J
─

P
O
P
の
歌
詞
を
読
み
解
こ
う
〜

文
化
学
園
長
野
中
学
・
高
等
学
校　

栗
原　
　

賢

　

私
は
去
年
信
州
大
学
を
卒
業
し
、
教
員
生
活
は
今
年
度
で

二
年
目
に
入
っ
た
。
勤
務
校
は
私
立
高
校
で
、
進
路
も
特
性

も
実
に
多
様
な
生
徒
た
ち
が
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
高
校
二
年
生
の
現
代
文
Ｂ
を
担
当
し
て
い
た

が
、
評
論
文
の
読
み
の
授
業
に
お
い
て
、
筆
者
の
主
張
を
読

み
取
る
の
み
に
終
始
し
て
し
ま
い
、
表
層
的
な
理
解
に
留

ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
を
抱
い
た
。
そ
こ
で
本
実
践
で

は
、
外
山
滋
比
古『
解
釈
』と
い
う
評
論
文
を
学
習
し
た
後
、

そ
の「
解
釈
」の
多
様
性
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
に
、Ｊ
─

Ｐ
Ｏ
ｐ
の
歌
詞
を
様
々
な
視
点
か
ら
読
み
解
い
て
い
く
授
業

を
構
想
し
た
。

　

ま
ず
授
業
冒
頭
で
は
、「
読
み
手
の
考
え
が
影
響
し
、
同
じ

テ
ク
ス
ト
で
も
十
人
十
色
の
解
釈
に
な
る
」な
ど
、
こ
れ
ま

で
学
習
し
て
き
た『
解
釈
』の
内
容
を
確
認
し
た
。
次
に「
Ｊ

─

Ｐ
Ｏ
ｐ
の
歌
詞
を
様
々
な
視
点
か
ら
解
釈
し
よ
う
」と
い

う
目
標
を
立
て
、
電
子
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
用
い
て
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
の『
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
』と
い
う
曲
を
視
聴
し
た
。

　

本
授
業
で
の
主
た
る
活
動
と
し
て
は
、「
歌
詞
中
の『
私
』

は
ど
の
よ
う
な
性
格
か
」と「
結
局『
私
』に
と
っ
て
ハ
ッ
ピ
ー

エ
ン
ド
で
終
わ
っ
た
の
か
」の
二
つ
を
設
定
し
た
。

　

特
に
生
徒
た
ち
が「
解
釈
」の
多
様
性
を
実
感
で
き
た
の

は
前
者
の「『
私
』の
性
格
を
考
え
る
」活
動
で
あ
る
。
例
え

ば
、『
私
』を「
重
た
い
」性
格
だ
と
考
え
る
生
徒
も
い
れ
ば
、

「
一
途
」だ
と
考
え
る
生
徒
も
お
り
、
同
じ「
恋
愛
に
対
し
て

一
直
線
で
あ
る
」と
い
う
意
味
で
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
で

表
現
す
る
か
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
で
表
現
す
る
か
で
、
そ
こ

に
解
釈
者
の
主
観
が
介
在
し

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

る
様
子
が
見
ら
れ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
っ
た
た
め
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
等
は
自
粛
し
て
お

り
、
全
体
共
有
の
み
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
他
の
生
徒

の
考
え
に
真
剣
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。

　

評
論
文
の
内
容
は
抽
象
的

で
、
生
徒
た
ち
は
内
容
を
読

み
取
れ
て
も
自
分
と
は
関
係

教
育
実
践
補
助
事
業
の
ご
案
内

平
成
15
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
同
窓
会
研
究
補
助
事

業
は
、
令
和
元
年
度
よ
り
、
名
称
を
教
育
実
践
補
助
事
業
に

改
め
、
継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
概
要
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
事
業
の
趣
旨
は
、
①
日
々
の
教
育
研
究
、
教
育
実
践
を

大
切
に
し
、
自
ら
の
授
業
改
善
に
努
め
る
こ
と
、
②
専
門
職

と
し
て
の
教
師
自
ら
の
教
育
研
究
・
教
育
実
践
を
磨
く
こ
と
、

③
教
育
の
振
興
・
改
善
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
し
合
う
こ

と
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
教
育
学
部
同
窓
会
員（
同

窓
会
費
納
入
者
）
で
、
応
募
者
一
律
に
１
万
円
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

応
募
希
望
者
は
、
所
定
の
様
式
「
教
育
実
践
補
助
願
及
び

教
育
実
践
概
要
」に
し
た
が
っ
て
、同
窓
会
事
務
局（
〒
３
８
０

－

８
５
４
４
長
野
市
西
長
野
６

－

ロ
）
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
で
き
る
だ
け
当
該
年
度
の
11
月
末
日
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
応
募
規
定
の
詳
細
、
応
募
様
式
等
の
内
容

は
、
同
窓
会
W
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当

該
年
度
の
教
育
実
践
補
助
は
先
着
10
名
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
受
付
可
能
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
お
申
し
込

み
の
際
に
は
必
ず
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令和２年度教育実践補助交付者

教
育
実
践
補
助
事
業

教
育
実
践
補
助
事
業

教
育
実
践
補
助
事
業

教
育
実
践
補
助
事
業

教
育
実
践
補
助
事
業

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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卒
業
・
修
了
生
の
　
就
　
職
　
状
　
況

就
職
部
長　

齊
藤　

忠
彦

教
育
学
部
の
就
職
支
援
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
教
育
学
部

同
窓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
令
和
２
年
度
教
育
学
部
卒
業
生
及
び

大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
了
生
の
進
路
状
況
が
下
表
の
と
お

り
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
致
し
ま
す
。

学
部
卒
業
生
に
つ
い
て
は
、
進
学
者
を
除
く
就
職
率
は

9
2.
9
5
％
、
教
員
就
職
率
は
6
5.
2
％
で
、
前
年
度
（
令

和
元
年
度
）
と
比
較
す
る
と
就
職
率
は
3.
1
4
ポ
イ
ン
ト
減
、

教
員
就
職
率
は
1.
7
2
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
り
ま
し
た
。
令
和

２
年
度
の
就
職
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ス
ル
感
染
症

の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
学
部
に
お
い
て
は
、
そ
れ

ほ
ど
大
き
な
影
響
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
教

員
と
な
っ
た
1
4
8
名
の
う
ち
、
正
規
採
用
者
は
97
名
で
、

臨
時
採
用
者
は
51
名
で
す
。

令
和
４
年
度
長
野
県
公
立
学
校
教
員
採
用
試
験
の
一
次
選

考
は
、
令
和
３
年
7
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
採
用
数
は
小
学
校
教
諭
2
2
5
名
程
度
、
中
学
校

教
諭
1
3
5
名
程
度
、
養
護
教
諭
20
名
程
度
、
特
別
支
援
学

校
55
名
程
度
、
高
等
学
校
90
名
程
度
で
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同

じ
で
す
。

就
職
部
会
で
は
、
教
員
採
用
試
験
に
向
け
て
、
模
擬
集
団

面
接
の
実
施
、
模
擬
個
人
面
接
の
実
施
、
模
擬
試
験
及
び
対

策
講
座
等
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ス
ル
感
染
症
対
策
を
講
じ
、
い
ず
れ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
ま

た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
配
信
の
予
定
で
す
。

今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和2年度　卒業生　就職状況

（注）　（　）は臨採で内数、○は外国人留学生で内数
　　　 9月卒業含む

就　職　率（学部）（進学者を除く）　　　92.95 ％　　　令和元年度　　　96.09 ％
教員就職率（学部）（進学者を除く）　　　65.20 ％　　　　　　　　　　　63.48 ％
教員就職率（学部）（卒業生に対する）　　58.04 ％　　　　　　　　　　　57.71 ％

一
般
心
理

男 2 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 2 () 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 () 3 () 0 0 3 0 0 1 0 4 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 8

女 6 (1) 0 () 1 (1) 1 () 1 (1) 0 () 9 (3) 5 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 5 () 14 (3) 0 0 3 1 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 20

男 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 () 1 (1) 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 (1) 2 (1) 0 0 1 0 0 1 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 6

女 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 (1) 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 (1) 1 (1) 0 0 2 0 1 1 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

男 1 () 4 (2) 0 () 0 () 1 (1) 0 () 6 (3) 2 (1) 1 (1) 0 () 0 () 0 () 0 () 3 (2) 9 (5) 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 12

女 3 (1) 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 4 (1) 0 () 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 () 5 (1) 1 0 0 0 0 0 1 2 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 9

男 2 (1) 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 2 (1) 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 2 (1) 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 5

女 2 () 6 (2) 0 () 0 () 0 () 0 () 8 (2) 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 () 9 (2) 0 0 4 0 0 0 0 4 3 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 16

男 3 () 3 (3) 0 () 0 () 0 () 0 () 6 (3) 2 () 1 (1) 0 () 0 () 0 () 0 () 3 (1) 9 (4) 1 0 3 0 0 0 1 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 15

女 3 () 2 () 0 () 0 () 0 () 0 () 5 () 2 () 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 3 () 8 () 0 0 1 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10

男 4 (1) 2 (2) 2 (1) 0 () 0 () 0 () 8 (4) 2 (1) 4 (1) 1 () 0 () 0 () 0 () 7 (2) 15 (6) 1 0 0 0 0 0 1 2 1 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 3 22

女 1 () 0 () 1 () 0 () 0 () 0 () 2 () 0 () 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 () 3 () 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 5

男 2 () 7 (3) 0 () 0 () 0 () 0 () 9 (3) 2 (1) 2 (1) 2 (1) 0 () 0 () 0 () 6 (3) 15 (6) 1 0 3 0 0 0 0 4 0 2 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 22

女 1 () 2 (1) 0 () 0 () 0 () 0 () 3 (1) 3 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 3 () 6 (1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

男 0 () 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 () 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 3

女 2 (1) 2 () 1 (1) 0 () 0 () 0 () 5 (2) 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 5 (2) 1 0 2 0 0 0 0 3 1 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 1 11

男 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 () 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4

女 1 () 4 (2) 0 () 1 () 0 () 0 () 6 (2) 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 6 (2) 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8

男 3 (1) 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 3 (1) 1 () 1 (1) 0 () 0 () 0 () 0 () 2 (1) 5 (2) 2 0 1 0 1 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9

女 0 () 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 () 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 () 2 () 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

男 0 () 1 (1) 0 () 0 () 0 () 0 () 1 (1) 2 (1) 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 2 (1) 3 (2) 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 3 0 0 0 1 7

女 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 (1) 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 (1) 1 (1) 1 0 2 0 0 0 0 3 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 5

男 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

女 2 () 3 (1) 1 (1) 0 () 0 () 0 () 6 (2) 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 () 7 (2) 1 0 3 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11

男 0 () 0 () 0 () 1 (1) 0 () 0 () 1 (1) 0 () 0 () 0 () 1 () 0 () 0 () 1 () 2 (1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

女 4 (3) 0 () 0 () 7 (4) 0 () 0 () 11 (7) 1 () 0 () 0 () 2 (1) 0 () 0 () 3 (1) 14 (8) 2 0 3 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 20

男 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 0 1 4

女 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 6 0 0 0 0 6 0 0 0 0 7

男 19 (3) 18 (11) 2 (1) 1 (1) 1 (1) 0 () 41 (17) 13 (5) 9 (5) 3 (1) 1 () 0 () 0 () 26 (11) 67 (28) 5 0 16 0 1 2 4 28 5 2 2 3 0 0 0 12 0 0 0 12 119

女 25 (6) 21 (6) 4 (3) 9 (4) 1 (1) 0 () 60 (20) 16 (2) 3 () 0 () 2 (1) 0 () 0 () 21 (3) 81 (23) 6 0 23 3 1 1 1 35 7 0 6 3 0 0 0 16 0 0 0 4 136

計 44 (9) 39 (17) 6 (4) 10 (5) 2 (2) 0 () 101 (37) 29 (7) 12 (5) 3 (1) 3 (1) 0 () 0 () 47 (14) 148 (51) 11 0 39 3 2 3 5 63 12 2 8 6 0 0 0 28 0 0 0 16 255

男 0 () 3 () 0 () 0 () 0 () 0 () 3 () 1 (1) 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 (1) 4 (1) 1 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 9

女 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 () 5 2 2 0 0 1 1 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 13

計 1 () 3 () 0 () 0 () 0 () 0 () 4 () 1 (1) 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 (1) 5 (1) 6 2 2 1 0 1 1 13 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2 22

男 0 () 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 () 1 () 1 () 1 () 0 () 0 () 0 () 3 () 4 () 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 0 0 0 18

女 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 1 () 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3

計 1 () 1 () 0 () 0 () 0 () 0 () 2 () 1 () 1 () 1 () 0 () 0 () 0 () 3 () 5 () 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 0 0 21

男 0 () 4 () 0 () 0 () 0 () 0 () 4 () 2 (1) 1 () 1 () 0 () 0 () 0 () 4 (1) 8 (1) 1 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 16 0 0 1 27

女 2 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 2 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 0 () 2 () 6 2 2 0 0 1 1 12 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 16

計 2 () 4 () 0 () 0 () 0 () 0 () 6 () 2 (1) 1 () 1 () 0 () 0 () 0 () 4 (1) 10 (1) 7 2 2 1 0 1 1 14 0 0 0 0 0 0 0 0 17 0 0 2 43

男 19 (3) 22 (11) 2 (1) 1 (1) 1 (1) 0 () 45 (17) 15 (6) 10 (5) 4 (1) 1 () 0 () 0 () 30 (12) 75 (29) 6 0 16 1 1 2 4 30 5 2 2 3 0 0 0 12 16 0 0 13 146

女 27 (6) 21 (6) 4 (3) 9 (4) 1 (1) 0 () 62 (20) 16 (2) 3 () 0 () 2 (1) 0 () 0 () 21 (3) 83 (23) 12 2 25 3 1 2 2 47 7 0 6 3 0 0 0 16 1 0 0 5 152

計 46 (9) 43 (17) 6 (4) 10 (5) 2 (2) 0 () 107 (37) 31 (8) 13 (5) 4 (1) 3 (1) 0 () 0 () 51 (15) 158 (52) 18 2 41 4 2 4 6 77 12 2 8 6 0 0 0 28 17 0 0 18 298

(注)　(　)は臨採で内数、○は外国人留学生で内数 就職率(学部)(進学者を除く) ％ 令和元年度 ％

　　　９月卒業含む 教員就職率(学部)(進学者を除く) ％ ％

教員就職率(学部)(卒業生に対する) ％ ％

令和２年度　卒業生　就職状況

専

門

学

校

病

院

ス
ポ
ー
ツ
施
設

合　　　　計

学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部

　　　　　　　　就職・進学別

　学部
　大学院別

音楽教育コース

小

学

校

中

学

校

現代教育コース

公務員会

社

員

中

学

校

高

等

学

校

特
別
支
援
学

校 小

計

幼

稚

園

そ

の

他

小

計

小

学

校

研究科計

家

事

県内 県外

計

教　　　員　　　外

就　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者 現

職

教

員

研
究
聴
講
履
修
生

教
育
学
研
究
科

総
合
理
工
学
研
究

科福

祉

施

設

そ

の

他

小

計

幼

稚

園

そ

の

他

特
別
支
援
学

校

理科教育コース

数学教育コース

社会科教育コース

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

高

等

学

校

修士課程

英語教育コース

国語教育コース

野外教育コース

心理支援教育コース

家庭科教育コース

特別支援教育コース

技術教育コース

学　部　計

教
育
学
研
究
科

保健体育コース

美術教育コース

専門職学位課程

未

定

合

計

備

考

大学院 そ

の

他

小

計

総
合
人
文
社
会
学

研
究
科

他

大

学

進　　　学　　　者 臨

採

待

ち

92.95

65.20

58.04

#####

#####

#####
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事
務
局
よ
り

○
同
総
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

事
務
局
の
紹
介
や
同
窓
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
等
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

信
州
大
学
教
育
学
部 

同
窓
会 

で
検
索
、ま
た
は
、

以
下
のU

RL

を
ご
指
定
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.shinshu-u.ac.jp/group/education-alum

ni/

○
教
育
実
践
補
助
受
付
中

　

教
育
実
践
補
助
申
請
を
4
月
よ
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。詳
細
は

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、本
号
の
6
ペ
ー
ジ

「
教
育
実
践
補
助
事
業
」の
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。昨
年
度
の
助
成
交

付
の
研
究
テ
ー
マ
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

○
住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

　

転
居
の
際
に
は
住
所
変
更
の
届
け
を
事
務
局
宛
て
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。メ
ー
ル
で
も
結
構
で
す
。

○
会
費
の
二
重
払
い
に
つ
い
て

　

同
窓
会
費
の
二
重
払
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。同
窓
会
費
は
終
身

会
費
で
す
。未
納
者
に
は
、後
日
、納
入
願
い
の
書
面
が
届
き
ま
す
。

二
重
払
い
の
場
合
に
は
お
返
し
し
ま
す
が
、振
込
手
数
料
等
が
か
か

り
ま
す
の
で
全
額
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

◯「
支
部
、卒
業
学
科
・
コ
ー
ス
等
の
同
窓
会
活
動
支
援
事
業
」へ
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

一
昨
年
度
か
ら
、「
支
部
、卒
業
学
科
・

コ
ー
ス
等
の
同
窓
会
活
動
支
援
事
業
」を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、会
員
に
と
っ
て
さ
ら
に

魅
力
的
な
同
窓
会
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

の
事
業
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
ご
と
や
、卒
業
学
科
・

コ
ー
ス
等
の
同
窓
会
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
で
、同
窓
会
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
、会

員
相
互
の
連
帯
を
一
層
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
、そ
の
活
動
に
対
し
て
、若
干
の
資

金
を
補
助
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
、同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
お

知
ら
せ
」の
中
の
令
和
元
年
9
月
27
日
の

記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。申
請
書
、報
告
書

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
の
で
、利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

電　話　026-238-4370
月・水・金　9:30 〜 16:00
HP http://www.shinshu-u.ac.jp/group/
　  education-alumni/
Email kdousou@shinshu-u.ac.jp

事
務
局
連
絡
先

　

教
育
学
部
図
書
館
は
昭
和
45
年
２
月
に
竣
工
さ
れ
、
約
50
年
が

経
過
し
て
い
ま
し
た
。
建
物
が
老
朽
化
し
、
雨
漏
り
や
カ
ビ
の
発

生
等
の
設
備
面
の
問
題
や
、
I
C
T
機
器
を
用
い
た
協
働
学
習
ス

ペ
ー
ス
の
不
足
等
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
27
年
度
よ
り
学
部
内
で
検
討
が
始
ま
り
、
予
算

要
求
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
よ
り
工
事
が
は
じ
ま
り
、

令
和
３
年
10
月
に
開
館
予
定
で
す
。
改
修
に
あ
た
り
、
同
窓
会
か

ら
の
寄
付
が
有
効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

  
第
34
回
通
常
総
会
も
中
止
と
い
た
し
ま
す

本
年
８
月
11
日（
水
）に
計
画
し
て
い
ま
し
た
第
34
回
通

常
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受

け
、
昨
年
に
引
き
続
き
中
止
と
い
た
し
ま
す
。

５
月
29
日（
土
）
に
行
っ
た
理
事
会
に
て
、
現
在
の
感
染

状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
た
結
果
、「
中
止
も
や
む
な
し
」と
の

結
論
と
な
り
、
全
会
一
致
で
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
、
本
年
と
２
年
連
続
で
の
中
止
は
、
誠
に
残
念
で
す

が
、
や
む
を
得
な
い
情
勢
の
中
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
何
と

ぞ
ご
理
解
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
理
事
会
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
事
業
報
告
並
び

に
決
算
報
告
、
令
和
３
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
、
第
18

期
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
も
、
賛
成
多
数
で
承
認
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
来
総
会
で
承
認
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、
昨
年
同
様
、
理

事
会
で
の
承
認
で
そ
れ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

認
め
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
通
常
総
会
で
の
審
議
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
議
案

書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
質
問
、
ご
意
見
等
は
、
事

務
局
へ
お
届
け
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

次
の
総
会
は
、
令
和
４
年
８
月
11
日
に「
第
35
回
」と
し

て
開
催
す
る
予
定
で
す
。　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
一
日
も
早
く
終

息
し
、
第
35
回
通
常
総
会
が
是
非
と
も
開
催
で
き
る
こ
と
を

願
う
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
も
こ
の
困
難
な
状
況
を
無
事

乗
り
越
え
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

書
架
の
位
置
に
合
わ
せ
た
L
E
D
の

ラ
イ
ン
照
明
設
置

一
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
と

事
務
室

2
階
の
大
講
義
室

窓
サ
ッ
シ
の
交
換
・
網
戸
の
設
置

改修後の外観

改修前の外観


